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老舗は
世紀を超える



よ
う
な
反
響
を
受
け
、今
回「
テ
ー
マ
展

示
」で
の
公
開
と
な
っ
た
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
持
つ
企
業
概

要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
も
と
に
抽
出
し
た

老
舗
デ
ー
タ
の
特
性
分
析
を
は
じ
め
、

特
別
企
画
展
開
催
時
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
詳
細
な
老
舗
デ
ー
タ
や
、老
舗
経

営
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
収
録
し
た

映
像「
老
舗
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
伝
統

と
革
新
〜
」は
、デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
で

閲
覧
で
き
る
。

 　

こ
れ
ま
で
、テ
ー
マ
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は

開
館
以
来
、帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
基
幹

商
品
で
あ
る
調
査
報
告
書
の
変
遷
に

つ
い
て
展
示
し
て
い
た
が
、今
後
は
年
に

数
回
テ
ー
マ
を
替
え
て
展
示
を
行
う
。

そ
の
第
１
弾
と
し
て
、「
老
舗
は
世
紀
を

超
え
る
」を
開
催
中
で
あ
る
。

　

2
0
0
8
年
に
開
催
し
た「
特
別
企
画

日
本
の
会
社
展
第
1
回 

老
舗
│
温
故
知

新
│
」が
終
了
し
て
か
ら
も
、問
合
せ
が

後
を
絶
た
ず
、講
演
や
出
版
物
へ
の
寄
稿

な
ど
の
依
頼
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。そ
の

 　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
企
業
概
要
デ
ー
タ

ベ
ー
ス「
C
O
S
M
O
S
2
」か
ら
、宗
教

法
人
や
社
団
、財
団
そ
の
他
の
公
益

法
人
等
を
除
い
た
1
2
8
万
1
9
1
社

（
2
0
1
1
年
1
月
末
日
現
在
）を
参
考

に
、明
治
末
年（
1
9
1
2
年
）ま
で
に
創

業
し
た
企
業
2
4
、6
4
7
社
を「
長
寿

企
業
」と
し
て
取
り
上
げ
、そ
の
デ
ー
タ

特
性
を
分
析
し
た
。2
4
、6
4
7
社
の

う
ち
、明
治
維
新
前
ま
で
に
創
業

し
た
企
業
は
全
体
の
約
1
割
に

あ
た
る
3
、0
0
2
社
で
あ
る
。パ

ネ
ル
で
は
都
道
府
県
別
の
長
寿

企
業
数
に
つ
い
て
、日
本
地
図
上

に
示
し
て
い
る
。東
京
都
が
最
多

で
2
、1
9
9
社
、次
い
で
大
阪
府

1
、2
8
1
社
、
愛
知
県
1
、

2
7
8
社
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

現
在
の
本
店
所
在
地
で
集
計
し

て
い
る
た
め
、上
位
は
大
都
市
圏

で
占
め
ら
れ
た
。長
寿
企
業
の
数

で
は
な
く
、ど
こ
に
老
舗
が
集
積

し
て
い
る
か
を
探
る
た
め「
老
舗

出
現
率
」（
表
）を
算
出
し
た
。都

道
府
県
ご
と
に
、全
企
業
数
の

う
ち
、長
寿
企
業
が
占
め
る
割
合
を
算

出
し
た
も
の
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
る
と
、京

都
府
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
下
島
根
県
、山
形
県
、新
潟
県
、福
井

県
、石
川
県
な
ど
、か
つ
て
北
前
船
の
寄

港
地
と
し
て
栄
え
た
日
本
海
側
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、業
種
別
構
成
比
、信

用
度
の
比
較
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

京都府

島根県

山形県

新潟県

滋賀県

長野県

福井県

富山県

三重県

石川県

▲

明治末年までに創業した長寿企業の出現率トップ10

1,105

329

533

1,116

427

793

445

441

560

404

26,239

8,256

13,774

29,886

12,440

23,898

13,441

14,216

18,307

14,032

4.21%

3.98%

3.87%

3.73%

3.43%

3.32%

3.31%

3.10%

3.06%

2.88%

都道府県名 長寿企業数
（1912年まで）

全企業数 出現率

テ
ー
マ
展
示
リ
ニュ
ー
ア
ル

老
舗
は
世
紀
を
超
え
る

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
史
料
館
で
は
、3
月
1
日

「
テ
ー
マ
展
示
」コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
新
企
画「
老
舗
は
世
紀
を
超
え
る
」を
開
催
し
て
い
る
。

老
舗
の
デ
ー
タ
特
性
や
、

4
0
0
0
社
ア
ン
ケ
ー
ト
」の

結
果
な
ど
を
パ
ネ
ル
や
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹
介
し
て
い
る
。

〈
2
0
1
1
年
3
月
1
日
〜
5
月
末
日
〉

テ
ー
マ
展
示
新
企
画

〈〈
2
0
1
11
年年
3
月
1
日
〜
5
月
末末

老
舗
は
世
紀
を
超
え
る

は
、

料
館
で
はは
、
はははは

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
史
料
館
で

3
月
1
日

い
て
新
企
画「
老
舗
は
世
紀
を
超
え
る
」を
開
催
し
て
い
る
。

展
示
」コ
ー
ナ
ー
に
お
いい
て
新

いい

「
テ
ー
マ
展
示
」コ
ー
ナ
ー
に
お
い

老
舗
の
デ
ー
タ
特
性
や
、

4
0
0
0
社
ア
ン
ケ
ー
ト
」の

ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹
介
し
て
い
る
。

果
な
ど
を
パ
ネ
ル
や
デ
ジ
タ
ルル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹

ルル

結
果
な
ど
を
パ
ネ
ル
や
デ
ジ
タ
ル

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
史
料
館
で
は
、3
月
1
日
よ
り
常
設
展
の

「
テ
ー
マ
展
示
」コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
新
企
画「
老
舗
は
世
紀
を
超
え
る
」を
開
催
し
て
い
る
。

老
舗
の
デ
ー
タ
特
性
や
、2
0
0
8
年
に
実
施
し
た「
長
寿
企
業
4
0
0
0
社
ア
ン
ケ
ー
ト
」の

結
果
な
ど
を
パ
ネ
ル
や
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
で
紹
介
し
て
い
る
。

巻
頭

特
集

【
老
舗
情
報
年
表
】

【
展
示
概
要
】
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で
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史
料
館
で

3
月
1
日

い
て
新
企
画「
老
舗
は
世
紀
を
超
え
る
」を
開
催
し
て
い
る
。

展
示
」コ
ー
ナ
ー
に
お
いい
て
新

いい

「
テ
ー
マ
展
示
」コ
ー
ナ
ー
に
お
い

老
舗
の
デ
ー
タ
特
性
や
、

4
0
0
0
社
ア
ン
ケ
ー
ト
」の

ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹
介
し
て
い
る
。

果
な
ど
を
パ
ネ
ル
や
デ
ジ
タ
ルル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹

ルル

結
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ど
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や
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デ
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ク
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で
は
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月
1
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に
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新
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介
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特
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老
舗
情
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展
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概
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こ
の
ほ
か
、2
0
0
8
年
3
月
に
実
施

し
た
長
寿
企
業
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
る
。

明
治
末
年
ま
で
に
創
業
し
た
長
寿
企
業

か
ら
4
、0
0
0
社
を
無
作
為
に
抽
出
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
発
送
。20
・
4
%
に

あ
た
る
8
1
4
社
よ
り
回
答
を
得
た
。

そ
の
中
か
ら
、今
回
の
展
示
で
は
、「
老
舗

の
強
み
」「
老
舗
の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
」

「
生
き
残
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
」「
最

大
の
ピ
ン
チ
」の
ほ
か
、「
老
舗
の一
文
字
」

を
紹
介
し
て
い
る
。「
老
舗
と
し
て
重
要

視
す
べ
き
こ
と
」の
1
位
は「
信
」、「
社

風
」の
1
位
は「
和
」で
あ
っ
た
。信
用
を

重
視
し
、社
内
の
和
を
大
事
に
し
て
き
た

長
寿
企
業
の
姿
が
垣
間
見
え
る
。

　

未
曾
有
の
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
今
、

こ
れ
ま
で
幾
多
の
災
害
・
戦
災
を
乗
り

越
え
て
き
た
長
寿
企
業
か
ら
学
ぶ
こ
と

は
多
い
。今
こ
そ
老
舗
の
軌
跡
に
注
目

す
る
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。当
館
で
は
、

豊
富
な
企
業
デ
ー
タ
を
持
つ
帝
国
デ
ー
タ

バ
ン
ク
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と
し
て
、

老
舗
の
現
状
を
提
供
し
、今
後
も
新
た

な
切
り
口
で
長
寿
企
業
の
分
析
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

【
お
わ
り
に
】

【
老
舗
4
0
0
0
社
ア
ン
ケ
ー
ト
】

【
老
舗
デ
ー
タ
デ
ジ
タ
ル
展
示
】

■
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
結
果（
一
部
）　

■
コ
ン
テ
ン
ツ
一
覧

・
老
舗
も
の
が
た
り

  

「
匠
」福
田
金
属
箔
粉
工
業
／
印
傳
屋
上
原
勇
七
／
イ
シ
ダ

  

「
粋
」大
七
酒
造
／
ミ
ツ
カ
ン
グ
ル
ー
プ

  

「
究
」島
津
製
作
所
／
田
中
貴
金
属
グ
ル
ー
プ

  

「
彩
」虎
屋
／
西
川
産
業
／
国
分

・
長
寿
企
業
2
4
、0
0
0
社
分
析

・
長
寿
企
業
4
0
0
0
社
ア
ン
ケ
ー
ト

・
老
舗
家
訓
事
例

・
老
舗
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

﹇
老
舗
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
﹈

・
老
舗
キ
ー
ワ
ー
ド 

﹇
長
寿
の
秘
訣
﹈

・
老
舗
ク
イ
ズ

・
座
談
会 

﹇
老
舗
を
考
え
る
﹈

・
老
舗
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

﹇
國
分
勘
兵
衛
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹈

・
映
像 

「
老
舗
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
伝
統
と
革
新
〜
」（
7
分
）

『百年続く企業の条件』
帝国データバンク 史料館・産業調査部
2009年 朝日新聞出版

『老舗学の教科書』
前川洋一郎・末包厚喜 編著
2011年 同友館

当 館 が 執 筆 に 協 力 し た 書 籍

　

パ
ネ
ル
だ
け
で
は
紹
介
し
き
れ
な
い
老

舗
の
デ
ー
タ
特
性
や
、特
別
企
画
展
開
催

時
に
来
館
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

老舗の強みは何だとお考えですか？
　
「信用」73.8%、「伝統」52.8%、「知名度」50.4%

老舗のウィークポイントは何だとお考えですか？
　
「保守性」54.9%、「社員の高齢化（あるいは後継者難）」34.8%、
「設備の老朽化」32.3%

老舗が今後も生き残っていくためには
何が必要だとお考えですか？
　
「信頼の維持、向上」65.8%、
「進取の気性」45.5%、「品質の向上」43.0%

創業以来の大きなピンチとなった
出来事・事件は何ですか？
　
「戦争」34.2%、「主力商品の売り上げ激減」27.5%、
「資金繰り」21.4%
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こ
の
ほ
か
、2
0
0
8
年
3
月
に
実
施

し
た
長
寿
企
業
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
る
。

明
治
末
年
ま
で
に
創
業
し
た
長
寿
企
業

か
ら
4
、0
0
0
社
を
無
作
為
に
抽
出
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
発
送
。20
・
4
%
に

あ
た
る
8
1
4
社
よ
り
回
答
を
得
た
。

そ
の
中
か
ら
、今
回
の
展
示
で
は
、「
老
舗

の
強
み
」「
老
舗
の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
」

「
生
き
残
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
」「
最

大
の
ピ
ン
チ
」の
ほ
か
、「
老
舗
の一
文
字
」

を
紹
介
し
て
い
る
。「
老
舗
と
し
て
重
要

視
す
べ
き
こ
と
」の
1
位
は「
信
」、「
社

風
」の
1
位
は「
和
」で
あ
っ
た
。信
用
を

重
視
し
、社
内
の
和
を
大
事
に
し
て
き
た

長
寿
企
業
の
姿
が
垣
間
見
え
る
。

　

未
曾
有
の
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
今
、

こ
れ
ま
で
幾
多
の
災
害
・
戦
災
を
乗
り

越
え
て
き
た
長
寿
企
業
か
ら
学
ぶ
こ
と

は
多
い
。今
こ
そ
老
舗
の
軌
跡
に
注
目

す
る
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。当
館
で
は
、

豊
富
な
企
業
デ
ー
タ
を
持
つ
帝
国
デ
ー
タ

バ
ン
ク
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と
し
て
、

老
舗
の
現
状
を
提
供
し
、今
後
も
新
た

な
切
り
口
で
長
寿
企
業
の
分
析
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

【
お
わ
り
に
】

【
老
舗
4
0
0
0
社
ア
ン
ケ
ー
ト
】

【
老
舗
デ
ー
タ
デ
ジ
タ
ル
展
示
】

■
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
結
果（
一
部
）　

■
コ
ン
テ
ン
ツ
一
覧

・
老
舗
も
の
が
た
り

  

「
匠
」福
田
金
属
箔
粉
工
業
／
印
傳
屋
上
原
勇
七
／
イ
シ
ダ

  

「
粋
」大
七
酒
造
／
ミ
ツ
カ
ン
グ
ル
ー
プ

  

「
究
」島
津
製
作
所
／
田
中
貴
金
属
グ
ル
ー
プ

  

「
彩
」虎
屋
／
西
川
産
業
／
国
分

・
長
寿
企
業
2
4
、0
0
0
社
分
析

・
長
寿
企
業
4
0
0
0
社
ア
ン
ケ
ー
ト

・
老
舗
家
訓
事
例

・
老
舗
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

﹇
老
舗
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
﹈

・
老
舗
キ
ー
ワ
ー
ド 

﹇
長
寿
の
秘
訣
﹈

・
老
舗
ク
イ
ズ

・
座
談
会 

﹇
老
舗
を
考
え
る
﹈

・
老
舗
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

﹇
國
分
勘
兵
衛
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹈

・
映
像 

「
老
舗
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
伝
統
と
革
新
〜
」（
7
分
）

『百年続く企業の条件』
帝国データバンク 史料館・産業調査部
2009年 朝日新聞出版

『老舗学の教科書』
前川洋一郎・末包厚喜 編著
2011年 同友館

当 館 が 執 筆 に 協 力 し た 書 籍

　

パ
ネ
ル
だ
け
で
は
紹
介
し
き
れ
な
い
老

舗
の
デ
ー
タ
特
性
や
、特
別
企
画
展
開
催

時
に
来
館
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

老舗の強みは何だとお考えですか？
　
「信用」73.8%、「伝統」52.8%、「知名度」50.4%

老舗のウィークポイントは何だとお考えですか？
　
「保守性」54.9%、「社員の高齢化（あるいは後継者難）」34.8%、
「設備の老朽化」32.3%

老舗が今後も生き残っていくためには
何が必要だとお考えですか？
　
「信頼の維持、向上」65.8%、
「進取の気性」45.5%、「品質の向上」43.0%

創業以来の大きなピンチとなった
出来事・事件は何ですか？
　
「戦争」34.2%、「主力商品の売り上げ激減」27.5%、
「資金繰り」21.4%
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●行徳【塩】
銚子【醤油】●

江戸

関宿●

●流山【みりん】
佐原【酒・みりん】●

神崎【酒】●江 

戸 

川

鬼 

怒 

川

中 

川

利根運河

小名木川

利根川流域の産業

荒 

川

隅 

田 

川

新 川

●

中川船番所

利 根 川

旧野田町拡大図

江
戸
川

利
根
川

●
瀬戸河岸

●

旧野田町

●
●

木野﨑河岸
利根川から
江戸川と結ぶ
陸送ルート

上河岸

下河岸

2
）年
、第
3
代
田
中
玄
蕃
が
摂
津
西
宮
の

酒
造
家
の
勧
め
で
溜
り
醤
油
を
作
っ
た
こ

と
に
始
ま
る
。野
田
で
は
高
梨
家
が
45
年

後
の
61（
寛
文
元
）年
に
醤
油
製
造
を
始

め
た
。1
7
6
6（
明
和
3
）年
、茂
木
本
家

は
味
噌
か
ら
醤
油
製
造
業
に
転
じ
た
。現

在
の
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
前
身
で
あ
る
。こ
れ
ら

関
東
の
醤
油
は
関
西
の「
下
り
醤
油
」に
対

し
て「
地
廻
り
醤
油
」と
呼
ば
れ
た
。

　
「
高
梨
家
や
茂
木
家
も
、醤
油
製
造
技
術

を
最
初
は
上
方
の
技
術
者
か
ら
得
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
」

　

24（
享
保
9
）年
、幕
府
は
醤
油
な
ど
を

対
象
に
関
東
地
廻
り
経
済
圏
育
成
政
策

を
開
始
。そ
れ
ま
で
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を

誇
っ
て
い
た
下
り
醤
油
が
こ
れ
を
機
に
変

わ
っ
て
い
く
。1
8
2
1（
文
政
4
）年
に
は

江
戸
に
入
荷
す
る
醤
油
1
2
5
万
樽
の
う

ち
1
2
3
万
樽
が
地
廻
り
醤
油
と
な
っ
た
。

　
「
江
戸
の
醤
油
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
ほ
と
ん
ど

関
東
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
に
は
関
東

八
組
造
醤
油
仲
間
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
顔
ぶ
れ
は
利
根
川
流
域
が
75
%
を
占

め
て
い
ま
し
た
」

　

野
田
の
醤
油
製
造
業
は
高
梨
家
に
よ
っ

て
始
ま
っ
た
が
、そ
の
後
茂
木
本
家
や
分
家
、

大
塚
家
、竹
本
家
、杉
崎
家
な
ど
も
創
業
し
、

1
8
2
4（
文
政
7
）年
に「
造
醤
油
仲
間
」

を
結
成
す
る
頃
に
は
19
軒
に
の
ぼ
っ
た
。

　
「
１
５
９
１（
天
正
19
）年
、こ
の
辺
り
は

徳
川
の
家
臣
・
岡
部
長
盛
が
山
崎
に
入
封

し
て
堤
台
に
城
館
を
構
え
、産
業
育
成
に

力
を
入
れ
、市
を
開
く
な
ど
し
て
町
が
で

き
て
い
き
ま
し
た
。野
田
の
醤
油
製
造
業
が

こ
れ
だ
け
発
展
し
た
の
は
高
梨
家
や
茂
木

家
の
地
元
で
培
っ
て
き
た
人
脈
や
資
本
力
、

巨
大
市
場
の
江
戸
に
近
い
地
の
利
、原
料
の

大
豆
、小
麦
、塩
の
調
達
の
し
や
す
さ
、豊

富
で
良
質
な
江
戸
川
の
水
な
ど
を
土
台
に
、

江
戸
市
民
の
嗜
好
に
あ
っ
た
醤
油
を
開
発

し
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

　

野
田
で
の
醤
油
製
造
が
盛
ん
に
な
る
に

つ
れ
て
樽
や
桶
職
人
も
増
え
、醤
油
の
製

造
か
ら
運
搬
に
か
か
わ
る
一
大
企
業
城
下

町
に
発
展
し
た
。

　

1
8
8
7（
明
治
20
）年
、野
田
周
辺
の

醤
油
製
造
業
者
た
ち
が
、野
田
醤
油
醸
造

組
合
を
結
成
。醤
油
の
価
格
協
定
、出
荷

の
統
制
、雇
い
人
や
職
人
の
賃
金
協
定
を

実
施
し
、組
合
員
の
共
同
利
益
を
目
指

し
た
。1
9
0
0
年
に
な
る
と
、野
田
醤
油

醸
造
組
合
は
野
田
商
誘
銀
行（
写
真
❷
）

と
野
田
人
車
鉄
道
を
設
立
し
、金
融
と

流
通
の
両
面
で
経
営
の
近
代
化
を
図
っ
た
。

04
年
に
は
醸
造
試
験
場
を
設
立
し
、野

田
特
有
の
良
質
な
種
麹
を
つ
く
っ
て
組
合

員
に
配
布
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
る
。

　
「
野
田
醤
油
醸
造
組
合
を
結
成
し
た
年

に
は
、第
6
代
茂
木
七
郎
右
衛
門
が
自
邸

に
醤
油
製
造
業
界
初
の
化
学
試
験
場
を
つ

く
り
ま
し
た
。化
学
的
な
も
の
づ
く
り
の
黎

明
で
す
」

　

さ
ら
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
も
た
ら
し

た
好
景
気
に
よ
っ
て
野
田
は
わ
が
国
最
大

の
醤
油
生
産
地
へ
と
成
長
し
た
。17
年
に

高
梨
家・茂
木
家
な
ど
8
家
が
合
同
し
て

野
田
醤
油
株
式
会
社（
現
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
）

を
設
立
。醤
油
製
造
業
は
旧
来
か
ら
の
伝

統
産
業
か
ら
、近
代
産
業
へ
と
大
き
く
変

貌
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
変
貌
を
背
景
に
物
流
を
支
え

て
き
た
江
戸
川
は
、そ
の
役
目
を
終
え
現

在
は
市
民
憩
い
の
場
と
な
り
、洪
水
を
防
ぐ

た
め
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

利
根
川
は
、群
馬・栃
木・茨
城・埼
玉・千

葉・東
京
の
1
都
5
県
に
わ
た
る
、日
本
最

大
の
流
域
面
積
を
有
す
る
河
川
で
あ
る
。

か
つ
て
は
現
代
の
東
京
湾
に
流
れ
込
ん
で
い

た
が
、徳
川
幕
府
が
利
根
川
の
流
れ
を
東

に
移
動
さ
せ
、銚
子
を
河
口
と
す
る
現
在
の

形
に
な
っ
た
。

　
「
利
根
川
東
遷
事
業
の
目
的
に
つ
い
て
は

諸
説
あ
り
ま
す
が
、私
は
水
運
路
の
開
発
が

主
だ
と
考
え
ま
す
」

と
新
保
さ
ん
は
語
る
。東
遷
事
業
の一
環
と

し
て
江
戸
川
の
開
削
も
行
っ
て
水
路
を
整

備
し
た
結
果
、利
根
川
か
ら
江
戸
川
、江
戸

の
入
口
の
中
川
船
番
所
か
ら
小
名
木
川
に

入
っ
て
、大
川
な
ど
江
戸
市
中
の
河
岸
に
向

か
う
舟
運
ル
ー
ト
が
完
成
す
る
。利
根
川

が
物
流
の
大
動
脈
に
な
る
の
と
合
わ
せ
て
、

各
地
で
の
舟
運
の
拠
点
と
な
る「
河
岸
」が

発
展
し
た
。野
田
河
岸
で
廻
漕
問
屋
を
営

ん
で
い
た
戸
辺
廻
漕
店（
上
河
岸
）と
枡
田

廻
漕
店（
下
河
岸
）は
、現
在
も
一部
の
建
物

が
残
って
い
る
。

　
「
下
河
岸
の
こ
の
建
物
は
母
屋
で
す
。昔
か

ら
母
屋
は
こ
の
場
所
に
あ
り
、堤
防
の
あ
る

こ
の
辺
り
に
帳
場
や
若
い
衆
の
寝
泊
ま
り
す

る
二
階
屋
が
あ
り
ま
し
た
」（
写
真
❶
）

　

野
田
の
醤
油
が
生
産
地
と
河
岸
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
進
め
て
半
日
で
江
戸
に
着
く

よ
う
に
な
る
一
方
、銚
子
方
面
か
ら
の
醤
油

な
ど
の
物
資
は
利
根
川
か
ら
関
宿
経
由
で

江
戸
川
を
下
って
い
た
。

　
「
幕
末
の
１
８
５
３（
嘉
永
６
）年
、水
戸

藩
召
し
抱
え
の
船
頭
の
航
行
日
誌
に
よ
れ
ば
、

北
浦
か
ら
江
戸
の
水
戸
藩
蔵
屋
敷
ま
で
、７

日
〜
13
日
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。野
田
で
は

元
禄
・
享
保
期
に
な
る
と
、物
資
に
よ
っ
て
は
、

関
宿
関
所
通
し
を
せ
ず
に
利
根
川
筋
の
瀬

戸
や
、木
野
崎
河
岸
な
ど
か
ら
江
戸
川
筋
の

野
田
河
岸
に
至
る
２
里
の
陸
路
を
、馬
で
運

ぶ
方
法
も
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
」

　

下
河
岸
の
前
か
ら
続
く
道
は「
醤
油

ロ
ー
ド
」だ
と
言
う
。

　
「
野
田
町

中
の
醤
油

蔵
と
河
岸

を
結
ぶ
道

は
馬
で
、明

治
時
代
に
入
っ
て
馬
車
、人
車
鉄
道（
ト
ロ
ッ

コ
）と
進
化
し
な
が
ら
醤
油
を
運
ん
で
い
た

の
で
す
。今
で
も
ケ
ヤ
キ
並
木
の
こ
の
道
を

道
な
り
に
行
く
と
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
本
社
に
突

き
当
た
り
ま
す
」

　

1
8
7
7（
明
治
10
）年
に
就
航
し
た
内

国
通
運
の
汽
船「
通
運
丸
」と
、90
年
に
完

成
し
た
利
根
運
河
で
舟
運
に
よ
る
物
流
は一

気
に
近
代
化
を
遂
げ
る
が
、1
9
1
0
年
の

利
根
川
大
洪
水
以
降
、河
川
改
修
は
舟
運

か
ら
治
水
に
重
点
が
変
わ
っ
た
。野
田
か
ら

柏
ま
で
の
鉄
道
敷
設
を
要
望
し
て
い
た
醤

油
製
造
業
者
た
ち
は
、千
葉
県
営
軽
便
鉄

道
設
立
に
際
し
、県
債
を
負
担
し
た
。こ
れ

で
常
磐
線
の
柏
経
由
で
東
京
ま
で
鉄
道
が

つ
な
が
っ
た
。現
在
は
埼
玉
県
の
大
宮
か
ら

千
葉
県
の
船
橋
を
結
ぶ
東
武
野
田
線
と

な
っ
て
い
る
が
、今
も
野
田
を
起
点
に
上
り

と
下
り
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
醤
油
の
輸
送
は
船
か
ら
鉄
道

の
時
代
を
迎
え
る
。そ
し
て
23（
大
正
12
）

年
の
関
東
大
震
災
で
東
京
に
停
泊
中
の
船

や
鉄
道
が
被
害
に
遭
い
、ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

移
行
し
て
いっ
た
。

　

日
本
の
醤
油
製
造
業
の
勃
興
は
紀
州
と

さ
れ
、江
戸
で
は「
下
り
醤
油
」と
し
て
歓

迎
さ
れ
て
い
た
。関
東
で
の
醤
油
づ
く
り

は
銚
子
か
ら
始
ま
っ
た
。1
6
1
6（
元
和

❸

利
根
川・江
戸
川
を

め
ぐ
る
舟
運
の
変
遷

1950（昭和25）年、千葉県野田町は旭・七福・梅郷の各村と合併し、野田市となった。
2003（平成15）年には関宿町と合併し、その市域をさらに広げている。

舟運というインフラ整備によって繁栄した産業が多い利根川流域にあって、
代表的な醤油製造業の町である旧野田町を訪れた。

利根川流域旧野田町❸

1944年(昭和19年) 東京都
港区に生まれる。自然と文化
と歴史の3つの視点から地
域の物語を調査・取材。主
な著書に『水の道・サシバの
道－利根運
河 を 考 え
るー』『論集
江戸川』（共
著）など多数。

新保 國弘さん
し ん ぽ くに ひ ろ

東葛自然と文化研究所 所長

❷

❶ 

醤
油
の
町
、野
田

生
産・経
営
ス
タ
イ
ル
の

近
代
化
へ

旧野田町
❸

利根川流域

野
田
市
駅
に
降
り
立
つ
と
醤
油
特
有
の
香
り
が
漂
う
。

江
戸
時
代
か
ら
舟
運
の
発
達
に
よ
り
利
根
川
流
域
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
生
ま
れ
、

発
展
し
て
いっ
た
。特
に
野
田
は
現
在
で
も
全
国
有
数
の
醤
油
生
産
地
で
あ
り
、

醤
油
製
造
の
歴
史
の
名
残
を
留
め
る
。こ
の
地
域
の
歴
史
に
詳
し
い
、

東
葛
自
然
と
文
化
研
究
所
所
長
の
新
保
國
弘
さ
ん
と
と
も
に
辿
っ
た
。

旧野田町 江戸川土手

※河川の位置関係は、現在のもの

「
下
り
醤
油
」か
ら

「
地
廻
り
醤
油
」へ

陸送ルートに代わり、水運で利
根川と江戸川を結ぶために明治
23年に完成した利根運河

『帝国銀行会社要録 第7版』（帝国興
信所、1918年）収録の野田醤油株式
会社の企業概要

し
ょ
う
ゆ
う

野田【醤油】●
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●行徳【塩】
銚子【醤油】●

江戸

関宿●

●流山【みりん】
佐原【酒・みりん】●

神崎【酒】●江 

戸 

川

鬼 

怒 

川

中 

川

利根運河

小名木川

利根川流域の産業

荒 

川

隅 

田 

川

新 川

●

中川船番所

利 根 川

旧野田町拡大図

江
戸
川

利
根
川

●
瀬戸河岸

●

旧野田町

●
●

木野﨑河岸
利根川から
江戸川と結ぶ
陸送ルート

上河岸

下河岸

2
）年
、第
3
代
田
中
玄
蕃
が
摂
津
西
宮
の

酒
造
家
の
勧
め
で
溜
り
醤
油
を
作
っ
た
こ

と
に
始
ま
る
。野
田
で
は
高
梨
家
が
45
年

後
の
61（
寛
文
元
）年
に
醤
油
製
造
を
始

め
た
。1
7
6
6（
明
和
3
）年
、茂
木
本
家

は
味
噌
か
ら
醤
油
製
造
業
に
転
じ
た
。現

在
の
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
前
身
で
あ
る
。こ
れ
ら

関
東
の
醤
油
は
関
西
の「
下
り
醤
油
」に
対

し
て「
地
廻
り
醤
油
」と
呼
ば
れ
た
。

　
「
高
梨
家
や
茂
木
家
も
、醤
油
製
造
技
術

を
最
初
は
上
方
の
技
術
者
か
ら
得
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
」

　

24（
享
保
9
）年
、幕
府
は
醤
油
な
ど
を

対
象
に
関
東
地
廻
り
経
済
圏
育
成
政
策

を
開
始
。そ
れ
ま
で
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を

誇
っ
て
い
た
下
り
醤
油
が
こ
れ
を
機
に
変

わ
っ
て
い
く
。1
8
2
1（
文
政
4
）年
に
は

江
戸
に
入
荷
す
る
醤
油
1
2
5
万
樽
の
う

ち
1
2
3
万
樽
が
地
廻
り
醤
油
と
な
っ
た
。

　
「
江
戸
の
醤
油
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
ほ
と
ん
ど

関
東
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
に
は
関
東

八
組
造
醤
油
仲
間
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
顔
ぶ
れ
は
利
根
川
流
域
が
75
%
を
占

め
て
い
ま
し
た
」

　

野
田
の
醤
油
製
造
業
は
高
梨
家
に
よ
っ

て
始
ま
っ
た
が
、そ
の
後
茂
木
本
家
や
分
家
、

大
塚
家
、竹
本
家
、杉
崎
家
な
ど
も
創
業
し
、

1
8
2
4（
文
政
7
）年
に「
造
醤
油
仲
間
」

を
結
成
す
る
頃
に
は
19
軒
に
の
ぼ
っ
た
。

　
「
１
５
９
１（
天
正
19
）年
、こ
の
辺
り
は

徳
川
の
家
臣
・
岡
部
長
盛
が
山
崎
に
入
封

し
て
堤
台
に
城
館
を
構
え
、産
業
育
成
に

力
を
入
れ
、市
を
開
く
な
ど
し
て
町
が
で

き
て
い
き
ま
し
た
。野
田
の
醤
油
製
造
業
が

こ
れ
だ
け
発
展
し
た
の
は
高
梨
家
や
茂
木

家
の
地
元
で
培
っ
て
き
た
人
脈
や
資
本
力
、

巨
大
市
場
の
江
戸
に
近
い
地
の
利
、原
料
の

大
豆
、小
麦
、塩
の
調
達
の
し
や
す
さ
、豊

富
で
良
質
な
江
戸
川
の
水
な
ど
を
土
台
に
、

江
戸
市
民
の
嗜
好
に
あ
っ
た
醤
油
を
開
発

し
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

　

野
田
で
の
醤
油
製
造
が
盛
ん
に
な
る
に

つ
れ
て
樽
や
桶
職
人
も
増
え
、醤
油
の
製

造
か
ら
運
搬
に
か
か
わ
る
一
大
企
業
城
下

町
に
発
展
し
た
。

　

1
8
8
7（
明
治
20
）年
、野
田
周
辺
の

醤
油
製
造
業
者
た
ち
が
、野
田
醤
油
醸
造

組
合
を
結
成
。醤
油
の
価
格
協
定
、出
荷

の
統
制
、雇
い
人
や
職
人
の
賃
金
協
定
を

実
施
し
、組
合
員
の
共
同
利
益
を
目
指

し
た
。1
9
0
0
年
に
な
る
と
、野
田
醤
油

醸
造
組
合
は
野
田
商
誘
銀
行（
写
真
❷
）

と
野
田
人
車
鉄
道
を
設
立
し
、金
融
と

流
通
の
両
面
で
経
営
の
近
代
化
を
図
っ
た
。

04
年
に
は
醸
造
試
験
場
を
設
立
し
、野

田
特
有
の
良
質
な
種
麹
を
つ
く
っ
て
組
合

員
に
配
布
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
る
。

　
「
野
田
醤
油
醸
造
組
合
を
結
成
し
た
年

に
は
、第
6
代
茂
木
七
郎
右
衛
門
が
自
邸

に
醤
油
製
造
業
界
初
の
化
学
試
験
場
を
つ

く
り
ま
し
た
。化
学
的
な
も
の
づ
く
り
の
黎

明
で
す
」

　

さ
ら
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
も
た
ら
し

た
好
景
気
に
よ
っ
て
野
田
は
わ
が
国
最
大

の
醤
油
生
産
地
へ
と
成
長
し
た
。17
年
に

高
梨
家・茂
木
家
な
ど
8
家
が
合
同
し
て

野
田
醤
油
株
式
会
社（
現
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
）

を
設
立
。醤
油
製
造
業
は
旧
来
か
ら
の
伝

統
産
業
か
ら
、近
代
産
業
へ
と
大
き
く
変

貌
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
変
貌
を
背
景
に
物
流
を
支
え

て
き
た
江
戸
川
は
、そ
の
役
目
を
終
え
現

在
は
市
民
憩
い
の
場
と
な
り
、洪
水
を
防
ぐ

た
め
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

利
根
川
は
、群
馬・栃
木・茨
城・埼
玉・千

葉・東
京
の
1
都
5
県
に
わ
た
る
、日
本
最

大
の
流
域
面
積
を
有
す
る
河
川
で
あ
る
。

か
つ
て
は
現
代
の
東
京
湾
に
流
れ
込
ん
で
い

た
が
、徳
川
幕
府
が
利
根
川
の
流
れ
を
東

に
移
動
さ
せ
、銚
子
を
河
口
と
す
る
現
在
の

形
に
な
っ
た
。

　
「
利
根
川
東
遷
事
業
の
目
的
に
つ
い
て
は

諸
説
あ
り
ま
す
が
、私
は
水
運
路
の
開
発
が

主
だ
と
考
え
ま
す
」

と
新
保
さ
ん
は
語
る
。東
遷
事
業
の一
環
と

し
て
江
戸
川
の
開
削
も
行
っ
て
水
路
を
整

備
し
た
結
果
、利
根
川
か
ら
江
戸
川
、江
戸

の
入
口
の
中
川
船
番
所
か
ら
小
名
木
川
に

入
っ
て
、大
川
な
ど
江
戸
市
中
の
河
岸
に
向

か
う
舟
運
ル
ー
ト
が
完
成
す
る
。利
根
川

が
物
流
の
大
動
脈
に
な
る
の
と
合
わ
せ
て
、

各
地
で
の
舟
運
の
拠
点
と
な
る「
河
岸
」が

発
展
し
た
。野
田
河
岸
で
廻
漕
問
屋
を
営

ん
で
い
た
戸
辺
廻
漕
店（
上
河
岸
）と
枡
田

廻
漕
店（
下
河
岸
）は
、現
在
も
一部
の
建
物

が
残
って
い
る
。

　
「
下
河
岸
の
こ
の
建
物
は
母
屋
で
す
。昔
か

ら
母
屋
は
こ
の
場
所
に
あ
り
、堤
防
の
あ
る

こ
の
辺
り
に
帳
場
や
若
い
衆
の
寝
泊
ま
り
す

る
二
階
屋
が
あ
り
ま
し
た
」（
写
真
❶
）

　

野
田
の
醤
油
が
生
産
地
と
河
岸
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
進
め
て
半
日
で
江
戸
に
着
く

よ
う
に
な
る
一
方
、銚
子
方
面
か
ら
の
醤
油

な
ど
の
物
資
は
利
根
川
か
ら
関
宿
経
由
で

江
戸
川
を
下
って
い
た
。

　
「
幕
末
の
１
８
５
３（
嘉
永
６
）年
、水
戸

藩
召
し
抱
え
の
船
頭
の
航
行
日
誌
に
よ
れ
ば
、

北
浦
か
ら
江
戸
の
水
戸
藩
蔵
屋
敷
ま
で
、７

日
〜
13
日
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。野
田
で
は

元
禄
・
享
保
期
に
な
る
と
、物
資
に
よ
っ
て
は
、

関
宿
関
所
通
し
を
せ
ず
に
利
根
川
筋
の
瀬

戸
や
、木
野
崎
河
岸
な
ど
か
ら
江
戸
川
筋
の

野
田
河
岸
に
至
る
２
里
の
陸
路
を
、馬
で
運

ぶ
方
法
も
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
」

　

下
河
岸
の
前
か
ら
続
く
道
は「
醤
油

ロ
ー
ド
」だ
と
言
う
。

　
「
野
田
町

中
の
醤
油

蔵
と
河
岸

を
結
ぶ
道

は
馬
で
、明

治
時
代
に
入
っ
て
馬
車
、人
車
鉄
道（
ト
ロ
ッ

コ
）と
進
化
し
な
が
ら
醤
油
を
運
ん
で
い
た

の
で
す
。今
で
も
ケ
ヤ
キ
並
木
の
こ
の
道
を

道
な
り
に
行
く
と
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
本
社
に
突

き
当
た
り
ま
す
」

　

1
8
7
7（
明
治
10
）年
に
就
航
し
た
内

国
通
運
の
汽
船「
通
運
丸
」と
、90
年
に
完

成
し
た
利
根
運
河
で
舟
運
に
よ
る
物
流
は一

気
に
近
代
化
を
遂
げ
る
が
、1
9
1
0
年
の

利
根
川
大
洪
水
以
降
、河
川
改
修
は
舟
運

か
ら
治
水
に
重
点
が
変
わ
っ
た
。野
田
か
ら

柏
ま
で
の
鉄
道
敷
設
を
要
望
し
て
い
た
醤

油
製
造
業
者
た
ち
は
、千
葉
県
営
軽
便
鉄

道
設
立
に
際
し
、県
債
を
負
担
し
た
。こ
れ

で
常
磐
線
の
柏
経
由
で
東
京
ま
で
鉄
道
が

つ
な
が
っ
た
。現
在
は
埼
玉
県
の
大
宮
か
ら

千
葉
県
の
船
橋
を
結
ぶ
東
武
野
田
線
と

な
っ
て
い
る
が
、今
も
野
田
を
起
点
に
上
り

と
下
り
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
醤
油
の
輸
送
は
船
か
ら
鉄
道

の
時
代
を
迎
え
る
。そ
し
て
23（
大
正
12
）

年
の
関
東
大
震
災
で
東
京
に
停
泊
中
の
船

や
鉄
道
が
被
害
に
遭
い
、ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

移
行
し
て
いっ
た
。

　

日
本
の
醤
油
製
造
業
の
勃
興
は
紀
州
と

さ
れ
、江
戸
で
は「
下
り
醤
油
」と
し
て
歓

迎
さ
れ
て
い
た
。関
東
で
の
醤
油
づ
く
り

は
銚
子
か
ら
始
ま
っ
た
。1
6
1
6（
元
和

❸

利
根
川・江
戸
川
を

め
ぐ
る
舟
運
の
変
遷

1950（昭和25）年、千葉県野田町は旭・七福・梅郷の各村と合併し、野田市となった。
2003（平成15）年には関宿町と合併し、その市域をさらに広げている。

舟運というインフラ整備によって繁栄した産業が多い利根川流域にあって、
代表的な醤油製造業の町である旧野田町を訪れた。

利根川流域旧野田町❸

1944年(昭和19年) 東京都
港区に生まれる。自然と文化
と歴史の3つの視点から地
域の物語を調査・取材。主
な著書に『水の道・サシバの
道－利根運
河 を 考 え
るー』『論集
江戸川』（共
著）など多数。

新保 國弘さん
し ん ぽ くに ひ ろ

東葛自然と文化研究所 所長

❷

❶ 

醤
油
の
町
、野
田

生
産・経
営
ス
タ
イ
ル
の

近
代
化
へ

旧野田町
❸

利根川流域

野
田
市
駅
に
降
り
立
つ
と
醤
油
特
有
の
香
り
が
漂
う
。

江
戸
時
代
か
ら
舟
運
の
発
達
に
よ
り
利
根
川
流
域
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
生
ま
れ
、

発
展
し
て
いっ
た
。特
に
野
田
は
現
在
で
も
全
国
有
数
の
醤
油
生
産
地
で
あ
り
、

醤
油
製
造
の
歴
史
の
名
残
を
留
め
る
。こ
の
地
域
の
歴
史
に
詳
し
い
、

東
葛
自
然
と
文
化
研
究
所
所
長
の
新
保
國
弘
さ
ん
と
と
も
に
辿
っ
た
。

旧野田町 江戸川土手

※河川の位置関係は、現在のもの

「
下
り
醤
油
」か
ら

「
地
廻
り
醤
油
」へ

陸送ルートに代わり、水運で利
根川と江戸川を結ぶために明治
23年に完成した利根運河

『帝国銀行会社要録 第7版』（帝国興
信所、1918年）収録の野田醤油株式
会社の企業概要

し
ょ
う
ゆ
う

野田【醤油】●
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資
料
1
課
に
在
籍
し
て

い
た
社
員
の
話
に
よ
る

と
、「
借
覧
伝
票
」と
い

う
書
類
で
調
査
報
告

書
の
閲
覧
申
請
が
入
る

と
、「
あ
行
〜
さ
行
」

「
た
行
〜
は
行
」な
ど
で
担
当
を
分
け
ら
れ
た
通
称

「
カ
ー
ド
マ
ン
」と
呼
ば
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
即
座
に
己
調

索
引
カ
ー
ド
を
探
し
出
し
て
い
た
と
い
う
。閲
覧
請
求

が
入
る
度
に
縦
長
の
木
箱
を
棚
か
ら
引
き
出
す
の
で
、

箱
の
手
前
部
分
に
は
使
い
込
ま
れ
た
光
沢
が
見
ら
れ
た
。

　

己
調
索
引
カ
ー
ド
と
、カ
ー
ド
マ
ン
が
い
な
け
れ
ば
、調

査
報
告
書
が
棚
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、何
の
活
用

も
で
き
な
か
っ
た
。ま
さ
に
当
社
の
企
業
デ
ー
タ
の
根
幹

を
支
え
て
い
た
の
だ
。そ
れ
だ
け
に
、ミ
ス
は
許
さ
れ
な

か
っ
た
。し
か
し
手
作
業
ゆ
え
に
、己
調
索
引
カ
ー
ド
を

他
の
位
置
に
誤
挿
入
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。ま
た
、「
木

箱
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
時
は
総
出
で
元
に
戻
し
て
い
た
」

と
い
う
話
は
多
く
の
O
B
か
ら
聞
く
話
で
あ
る
。阪
神

淡
路
大
震
災
の
時
の
神
戸
支
店
の
様
子
か
ら
も
己
調

索
引
カ
ー
ド
の
重
要
性
が
伝
わ
っ
て
く
る
。「
総
務
部
で

は
己
調
索
引
カ
ー
ド
が
見
事
に
全
部
飛
び
散
っ
て
い
た
。

万
単
位
の
カ
ー
ド
で
あ
る
」「
4
日
間
か
け
て
ま
ず
は
己

調
索
引
カ
ー
ド・己
調
の
整
理
を
優
先
し
た
」と
い
う
記

録
が
残
っ
て
い
る
。

 　

現
在
、調
査
員
は
己
調
索
引
カ
ー
ド
を
使
わ
ず
に
、

自
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
商
号
や
代
表
者
名
で
検
索

し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
調
査
報
告
書
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
。こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、

80
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
。
1
9
8
3（
昭
和
58
）年
、

O
C
R（
光
学
式
文
字
読
取
装
置
）リ
ー
ダ
ー
で
調

査
報
告
書
を
読
み
取
っ
て
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
が
計

画
さ
れ
た
も
の
の
、当
時
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
読
み

取
る
能
力
に
限
界
が
あ
り
、手
入
力
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。そ
う
し
て
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
2
万
5
0
0
0

社
分
に
つ
い
て
は
、翌
年
1
月
か
ら
調
査
報
告
書
の

修
正
作
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

C
C
R（
Co
mp
a
ny 

Cre
d
i
t 

Rep
o
r
t

=

調
査
報
告
書
フ
ァ
イ
ル
）と
い
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
産

声
を
あ
げ
た
。し
か
し
全
国
規
模
で
の
展
開
は
、機

器
、回
線
の
経
費
の
問
題
も
あ
り
時
間
を
要
し
た
。

96（
平
成
8
）年
4
月
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
体
制
の
構

築
を
統
括
す
る
部
署
が
新
設
さ
れ
、80
ヵ
所
を
超
え

る
全
国
の
事
業
所
で
順
次
調
査
報
告
書
の
デ
ジ
タ
ル

化
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
進
め
ら
れ
た
。

96
年
に
は
27
万
社
に
留
ま
っ
て
い
た
C
C
R
の
収
録

件
数
は
、99
年
に
55
万
社
に
ま
で
増
加
し
た
。98
年

に
全
国
事
業
所
の
C
C
R
化
が
完
了
し
、2
0
0
0

年
2
月
に
は
調
査
受
注
業
務
や
入
金
処
理
、己
調
の

管
理
な
ど
、事
業
所
で
の
社
内
業
務
が
シ
ス
テ
ム
化

さ
れ
た
。

　

カ
ー
ド
マ
ン
の
役
割
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
代
わ
り
、己

調
索
引
カ
ー
ド
は
そ
の
使
命
を
終
え
た
の
で
あ
る
。し

か
し「
C
C
R
化
の
原
点
の
ひ
と
つ
が
己
調
索
引
カ
ー

ド
に
あ
っ
た
」と
い
う
証
は
今
も
残
っ
て
い
る
。

か
ら
目
的
の
本
を
探
し
て
棚
の
位
置
を
確
認
し
て
い
た

が
、そ
れ
と
同
じ
作
業
で
あ
る
。

　

調
査
員
か
ら
調
査
報
告
書
の
閲
覧
申
請
が
入
る
と
、

五
十
音
順
に
並
べ
た
己
調
索
引
カ
ー
ド
を
繰
っ
て
該
当

企
業
を
探
し
、己
調
番
号
を
確
認
し
て
己
調
棚
か
ら

調
査
報
告
書
を
取
り
出
す
と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
。己

調
索
引
カ
ー
ド
に
は
商
号・己
調
番
号・所
在
地・代
表

者
・
業
種
の
欄
が
あ
り
、法
人
格
を
除
い
た
商
号
や
代

表
者
名
、ど
ち
ら
か
ら
も
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、「
あ
行
〜
さ
行
」な
ど
と
書
か
れ
た
木
製
の
箱
に

並
べ
ら
れ
て
い
た
。当
館
所
蔵
の
も
の
に
は
、1
箱
に
約

1
5
0
0
件
も
の
カ
ー
ド
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
も
あ
る
。

2
0
0
0（
平
成
12
）年
に
全
国
の
事
業
所
で
己
調
索

引
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
完
了
す
る
ま
で
、こ
の
方
法
を

採
用
し
て
い
た
。

　

近
年
ま
で
己
調
索
引
カ
ー
ド
を
大
事
に
保
管
し
て

い
る
事
業
所
も
あ
っ
た
。シ
ス
テ
ム
導
入
後
は
ほ
と
ん
ど

使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、「
稀
に
使
用
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
」「
万
が
一
索
引
シ
ス
テ
ム
が
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
時
の
た
め
に
」と
い
う
声
も
あ
っ
た
。当
館
へ
寄

贈
さ
れ
た
己
調
索
引
カ
ー
ド
は
、市
販
で
は
な
く
手
作

り
の
木
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
り
、イ
ン
デ
ッ
ク
ス
表
示

に
工
夫
が
見
ら
れ
る
な
ど
、調
査
活
動
を
支
え
て
い
た

内
勤
職
の
苦
労
の
跡
が
う
か
が
え
る
。

　

東
京
管
内
の
己
調
に
つ
い
て
は
本
社
資
料
部
資
料

1
課
と
い
う
部
署
が
担
当
し
て
い
た
。昭
和
40
年
代
に

　

調
査
報
告
書
は
創
業
期
か
ら
当
社
の
基
幹
商
品
で

あ
り
、今
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。事
業
所
ご
と
に
調

査
報
告
書
は
蓄
積
さ
れ
、何
万
件
、何
十
万
件
と
保
管

さ
れ
て
き
た
。紙
媒
体
だ
っ
た
調
査
報
告
書
も
デ
ジ
タ

ル
の
時
代
を
迎
え
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
管
理
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、そ
れ
ま
で
の
間
、膨
大
な
量
の
調
査
報

告
書
を
管
理
し
て
い
た「
己
調
索
引
カ
ー
ド
」と
い
う

も
の
が
存
在
し
た
。

　
「
己
調
」と
は「
既
に
調
査
を
し
て
い
る
」と
い
う
意

味
の
造
語
で
、当
社
独
自
の
用
語
で
あ
る
。し
た
が
っ
て

己
調
索
引
カ
ー
ド
と
は
、「
企
業
お
よ
び
そ
れ
に
関
連

す
る
資
料
の
有
無
を
識
別
す
る
た
め
の
カ
ー
ド
」を
意

味
す
る
。企
業
の
調
査
依
頼
が
入
る
と
調
査
員
は
ま

ず
、前
回
調
査
時
に
そ
の
企
業
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で

あ
っ
た
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、過
去
の
調
査
報
告
書

「
己
調
」を
閲
覧
す
る
。事
業
所
ご
と
に
保
管
さ
れ
て
い

る
膨
大
な
調
査
報
告
書
の
中
か
ら
該
当
企
業
を
探
し

出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
必
要
だ
っ
た
の

が
己
調
索
引
カ
ー
ド
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
社
で
は
か
つ
て
、企
業
1
社
1
社
を
識
別
す
る
た

め「
己
調
番
号
」と
い
う
番
号
を
付
け
て
い
た
。こ
の
番

号
が
あ
れ
ば
、同
一の
商
号
で
あ
っ
て
も
企
業
を
識
別
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。己
調
棚
に
は
、己
調
番
号

順
に
調
査
報
告
書
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。こ
の
番
号
を

調
べ
る
ツ
ー
ル
が
己
調
索
引
カ
ー
ド
で
あ
る
。か
つ
て
図

書
館
で
は
、本
を
探
す
際
に
書
名
や
著
者
名
別
の
目
録

調
査
報
告
書
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
と
も
に

    既調借覧伝票 
　己調を閲覧する際、調査員はこの
伝票に商号や代表者を記入して、
調査報告書を請求していた。当時
は「既に調べた報告書」という意
味で「既調」が使われていた

    本社資料部資料1課（1960年代） 
　己調棚から調査報告書を取り出す
様子。己調番号が判明すると、すぐに
該当する番号の棚まで行き、ぎっしりと
詰まった調査報告書の中から、閲覧
請求が入った企業の己調を探し出す

    己調索引カード 
　タテ書きからヨコ書きとなったが、
木箱の中では統一されておらず、
サイズの異なるカードも見られる

 学芸員ファイル FILE NO.003

調査報告書ファイルの原点 己調索引カード

き
ち
ょ
う

己
調
索
引
カ
ー
ド
の
役
割

己
調
索
引
カ
ー
ド
の
重
要
性

己調索引カードを探し出す様子

Muse Vol.14  9 8

学芸員ファイル FILE No.003 ： 己調索引カード
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課
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の
原
点
の
ひ
と
つ
が
己
調
索
引
カ
ー

ド
に
あ
っ
た
」と
い
う
証
は
今
も
残
っ
て
い
る
。

か
ら
目
的
の
本
を
探
し
て
棚
の
位
置
を
確
認
し
て
い
た

が
、そ
れ
と
同
じ
作
業
で
あ
る
。

　

調
査
員
か
ら
調
査
報
告
書
の
閲
覧
申
請
が
入
る
と
、

五
十
音
順
に
並
べ
た
己
調
索
引
カ
ー
ド
を
繰
っ
て
該
当

企
業
を
探
し
、己
調
番
号
を
確
認
し
て
己
調
棚
か
ら

調
査
報
告
書
を
取
り
出
す
と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
。己

調
索
引
カ
ー
ド
に
は
商
号・己
調
番
号・所
在
地・代
表

者
・
業
種
の
欄
が
あ
り
、法
人
格
を
除
い
た
商
号
や
代

表
者
名
、ど
ち
ら
か
ら
も
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、「
あ
行
〜
さ
行
」な
ど
と
書
か
れ
た
木
製
の
箱
に

並
べ
ら
れ
て
い
た
。当
館
所
蔵
の
も
の
に
は
、1
箱
に
約

1
5
0
0
件
も
の
カ
ー
ド
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
も
あ
る
。

2
0
0
0（
平
成
12
）年
に
全
国
の
事
業
所
で
己
調
索

引
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
完
了
す
る
ま
で
、こ
の
方
法
を

採
用
し
て
い
た
。

　

近
年
ま
で
己
調
索
引
カ
ー
ド
を
大
事
に
保
管
し
て

い
る
事
業
所
も
あ
っ
た
。シ
ス
テ
ム
導
入
後
は
ほ
と
ん
ど

使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、「
稀
に
使
用
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
」「
万
が
一
索
引
シ
ス
テ
ム
が
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
時
の
た
め
に
」と
い
う
声
も
あ
っ
た
。当
館
へ
寄

贈
さ
れ
た
己
調
索
引
カ
ー
ド
は
、市
販
で
は
な
く
手
作

り
の
木
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
り
、イ
ン
デ
ッ
ク
ス
表
示

に
工
夫
が
見
ら
れ
る
な
ど
、調
査
活
動
を
支
え
て
い
た

内
勤
職
の
苦
労
の
跡
が
う
か
が
え
る
。

　

東
京
管
内
の
己
調
に
つ
い
て
は
本
社
資
料
部
資
料

1
課
と
い
う
部
署
が
担
当
し
て
い
た
。昭
和
40
年
代
に

　

調
査
報
告
書
は
創
業
期
か
ら
当
社
の
基
幹
商
品
で

あ
り
、今
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。事
業
所
ご
と
に
調

査
報
告
書
は
蓄
積
さ
れ
、何
万
件
、何
十
万
件
と
保
管

さ
れ
て
き
た
。紙
媒
体
だ
っ
た
調
査
報
告
書
も
デ
ジ
タ

ル
の
時
代
を
迎
え
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
管
理
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、そ
れ
ま
で
の
間
、膨
大
な
量
の
調
査
報

告
書
を
管
理
し
て
い
た「
己
調
索
引
カ
ー
ド
」と
い
う

も
の
が
存
在
し
た
。

　
「
己
調
」と
は「
既
に
調
査
を
し
て
い
る
」と
い
う
意

味
の
造
語
で
、当
社
独
自
の
用
語
で
あ
る
。し
た
が
っ
て

己
調
索
引
カ
ー
ド
と
は
、「
企
業
お
よ
び
そ
れ
に
関
連

す
る
資
料
の
有
無
を
識
別
す
る
た
め
の
カ
ー
ド
」を
意

味
す
る
。企
業
の
調
査
依
頼
が
入
る
と
調
査
員
は
ま

ず
、前
回
調
査
時
に
そ
の
企
業
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で

あ
っ
た
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、過
去
の
調
査
報
告
書

「
己
調
」を
閲
覧
す
る
。事
業
所
ご
と
に
保
管
さ
れ
て
い

る
膨
大
な
調
査
報
告
書
の
中
か
ら
該
当
企
業
を
探
し

出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
必
要
だ
っ
た
の

が
己
調
索
引
カ
ー
ド
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
社
で
は
か
つ
て
、企
業
1
社
1
社
を
識
別
す
る
た

め「
己
調
番
号
」と
い
う
番
号
を
付
け
て
い
た
。こ
の
番

号
が
あ
れ
ば
、同
一の
商
号
で
あ
っ
て
も
企
業
を
識
別
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。己
調
棚
に
は
、己
調
番
号

順
に
調
査
報
告
書
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。こ
の
番
号
を

調
べ
る
ツ
ー
ル
が
己
調
索
引
カ
ー
ド
で
あ
る
。か
つ
て
図

書
館
で
は
、本
を
探
す
際
に
書
名
や
著
者
名
別
の
目
録

調
査
報
告
書
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
と
も
に

    既調借覧伝票 
　己調を閲覧する際、調査員はこの
伝票に商号や代表者を記入して、
調査報告書を請求していた。当時
は「既に調べた報告書」という意
味で「既調」が使われていた

    本社資料部資料1課（1960年代） 
　己調棚から調査報告書を取り出す
様子。己調番号が判明すると、すぐに
該当する番号の棚まで行き、ぎっしりと
詰まった調査報告書の中から、閲覧
請求が入った企業の己調を探し出す

    己調索引カード 
　タテ書きからヨコ書きとなったが、
木箱の中では統一されておらず、
サイズの異なるカードも見られる

 学芸員ファイル

調査報告書ファイルの原点 己調索引カード

き
ち
ょ
う

己
調
索
引
カ
ー
ド
の
役
割

己
調
索
引
カ
ー
ド
の
重
要
性

己調索引カードを探し出す様子
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要
す
る
に
至
誠
と
は
百
萬
の
一
だ
も
嘘
、偽
り
の
な
い
こ
と
で
、

努
力
と
は
、普
通
の
勉
強
と
は
違
つ
て
、

前
に
申
し
た
や
う
に
、身
體
健
康
の
許
す
限
り

一
所
懸
命
に
働
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
我
が
帝
国
興
信
所
は
、斯
の
如
き
至
誠
努
力
主
義
に
よ
つ
て

今
日
あ
る
を
得
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

鶴
岡
八
幡
宮
で
行
わ
れ
た
観
桜
会

一
枚
の
写
真
か
ら

史料館TOPICS

東日本大震災の影響について

　

帝
国
興
信
所
29
周
年
記
念
式
で
行

わ
れ
た
武
夫
の
挨
拶
を
、社
内
報『
脱

俗
』に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

創
業
当
初
、帝
国
興
信
所
は
営
業
活

動
に
苦
労
し
て
い
た
。信
用
調
査
業
界

の
シ
ェ
ア
は
先
発
の
東
京
興
信
所
と
商

業
興
信
所
の
２
社
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た

た
め
、大
口
顧
客
の
獲
得
に
は
至
ら
ず
、

前
途
多
難
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。そ
れ

で
も
、や
が
て
先
発
２
社
に
追
い
つ
け
る
ま

で
に
な
っ
た
の
は
、地
道
に
努
力
を
続
け
、

調
査
の
正
確
性
と
迅
速
性
を
守
り
、誠

心
誠
意
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。

同
記
念
式
の
挨
拶
で
武
夫
は「
我
が

帝
国
興
信
所
が
今
日
の
隆
盛
を
見
つゝ
あ

る
所
以
の
も
の
は
、至
誠
努
力
以
外
に
何

等
の
原
因
も
秘
訣
も
絶
對
に
な
い
の
で

あ
り
ま
す
」と
述
べ
て
い
る
。武
夫
は
こ
の

「
至
誠
努
力
」と
い
う
考
え
方
を
社
内
に

浸
透
さ
せ
る
た
め
、こ
の
よ
う
な
式
典
の

ほ
か
、毎
月
行
っ
て
い
た
訓
示
で
も「
至
誠

主
義
に
奮
闘
せ
よ
」「
至
誠
一
貫
の
み
」と

い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、「
至
誠
努
力
」に
つ

い
て
繰
り
返
し
説
い
て
い
た
。ま
た
各
地

の
事
業
所
を
視
察
で
訪
れ
た
際「
至
誠

努
力
」の
書
を
残
し
て
お
り
、今
日
で
も

額
に
入
れ
掲
げ
て
い
る
事
業
所
も
あ
る
。

　

信
用
調
査
に
お
い
て
、嘘
・
偽
り
が
許

さ
れ
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

現
在
も
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
企
業
理

念
と
さ
れ
、ま
た
調
査
員
の
心
の
根
底

に
あ
っ
て
揺
る
が
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

『
脱
俗
』１
９
９
号
、帝
国
興
信
所（
１
９
２
９
年
３
月
２５
日
）

　

鎌
倉・鶴
岡
八
幡
宮
社
殿
の
前
で
カ
メ
ラ
に
収

ま
っ
て
い
る
の
は
、帝
国
興
信
所
東
京
本
社
の
社

員
と
家
族
お
よ
そ
２
０
０
人
余
り
。

　

１
９
１
９（
大
正
８
）年
４
月
６
日
に
行
わ
れ

た
観
桜
会
で
の
記
念
写
真
で
あ
る
。２
０
１
０
年

に
強
風
で
倒
れ
た
大
銀
杏
が
後
方
に
そ
び
え
る
。

　

１
９
１
0
年
代
頃
か
ら
帝
国
興
信
所
で
は
、

社
員
や
家
族
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
た
社

内
旅
行「
清
遊
会
」を
全
国
で
開
催
し
て
い
た
。

こ
の
年
、東
京
本
社
の
清
遊
会
は
湘
南
へ
の
日
帰

り
旅
行
で
あ
っ
た
。

　

社
内
報『
脱
俗
』第
80
号（
19
年
４
月
25
日
）

に
は
参
加
し
た
社
員
の
手
記
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、当
日
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。「
花
に
あ
け
た

４
月
６
日
の
日
曜
日
、私
は
洋
傘
片
手
に
日
和
下

駄
、小
倉
袴
の
裾
蹴
っ
て
、雨
が
降
っ
て
も
か
ま
く

ら
よ
と
東
京
駅
に
か
け
つ
け
た
。停
車
場
を
出
る

と
、そ
こ
に
は
艶
麗
な
装
い
を
こ
ら
し
た
桜
樹
が

私
共
を
待
っ
て
い
た
。長
い
花
の
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け

て
、鶴
岡
八
幡
宮
の
境
内
に
出
、思
い
思
い
に
八
幡

宮
に
敬
虔
の
念
を
捧
げ
た
」（
一
部
抜
粋
）。

　

そ
の
後
一
行
は
江
ノ
島
へ
向
か
い
、湘
南
の
情

緒
を
楽
し
ん
で
帰
っ
て
く
る
。

　

写
真
に
は
洋
装
の
男
性
に
混
じ
っ
て
和
服
姿
の

女
性
や
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
る
。武
夫
は

「
鎌
倉
觀
櫻
淸
遊
會
は
大
體
に
於
て
成
功
で
あ

り
ま
し
た
、脱
線
や
沈
沒
の
厄
災
な
く
て
結
構
で

あ
り
ま
し
た
」と
同
月
行
わ
れ
た
訓
示
で
述
べ
て

い
る
。武
夫
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り
企
業
理
念
の
一つ

で
も
あ
る「
大
家
族
主
義
」を
実
践
し
た
証
で
あ
る
。

│
東
京
本
社
の
社
員
旅
行
│

帝国データバンクの創業者、
後藤武夫が残した魂をこめた言葉の数々。

そこには信用調査業という事業への  
挑戦と苦労の様子が垣間見える。

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
尊
い
生
命
を
失
わ
れ
た

方
々
に
対
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、甚
大
な
被
害
を
被
ら
れ
た
多
く
の
方
々

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
館
は
展
示
物
や
施
設
に
被
害
は
な
く
、

ま
た
来
館
者
や
ス
タ
ッ
フ
に
も
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、政
府
か
ら
の
節

電
の
呼
び
か
け
も
あ
り
、3
月
28
日
ま
で
は

休
館
の
措
置
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。3
月
29
日
よ
り
通
常
通
り
開
館
し
て
い

ま
す
が
、節
電
の
た
め
展
示
室
の
照
明
を
一

部
消
灯
す
る
と
と
も
に
、ご
覧
い
た
だ
け
な

い
機
器
も
一
部
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
史
料
館
分
館
で
の
経
営
史
料

の
一
般
公
開
は
当
面
休
止
い
た
し
ま
す
。し

ば
ら
く
の
間
は
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
計
画
停
電
等
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

臨
時
休
館
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

こ
う
も
り

一話
入魂
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要
す
る
に
至
誠
と
は
百
萬
の
一
だ
も
嘘
、偽
り
の
な
い
こ
と
で
、

努
力
と
は
、普
通
の
勉
強
と
は
違
つ
て
、

前
に
申
し
た
や
う
に
、身
體
健
康
の
許
す
限
り

一
所
懸
命
に
働
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
我
が
帝
国
興
信
所
は
、斯
の
如
き
至
誠
努
力
主
義
に
よ
つ
て

今
日
あ
る
を
得
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

鶴
岡
八
幡
宮
で
行
わ
れ
た
観
桜
会

一
枚
の
写
真
か
ら

史料館TOPICS

東日本大震災の影響について

　

帝
国
興
信
所
29
周
年
記
念
式
で
行

わ
れ
た
武
夫
の
挨
拶
を
、社
内
報『
脱

俗
』に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

創
業
当
初
、帝
国
興
信
所
は
営
業
活

動
に
苦
労
し
て
い
た
。信
用
調
査
業
界

の
シ
ェ
ア
は
先
発
の
東
京
興
信
所
と
商

業
興
信
所
の
２
社
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た

た
め
、大
口
顧
客
の
獲
得
に
は
至
ら
ず
、

前
途
多
難
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。そ
れ

で
も
、や
が
て
先
発
２
社
に
追
い
つ
け
る
ま

で
に
な
っ
た
の
は
、地
道
に
努
力
を
続
け
、

調
査
の
正
確
性
と
迅
速
性
を
守
り
、誠

心
誠
意
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。

同
記
念
式
の
挨
拶
で
武
夫
は「
我
が

帝
国
興
信
所
が
今
日
の
隆
盛
を
見
つゝ
あ

る
所
以
の
も
の
は
、至
誠
努
力
以
外
に
何

等
の
原
因
も
秘
訣
も
絶
對
に
な
い
の
で

あ
り
ま
す
」と
述
べ
て
い
る
。武
夫
は
こ
の

「
至
誠
努
力
」と
い
う
考
え
方
を
社
内
に

浸
透
さ
せ
る
た
め
、こ
の
よ
う
な
式
典
の

ほ
か
、毎
月
行
っ
て
い
た
訓
示
で
も「
至
誠

主
義
に
奮
闘
せ
よ
」「
至
誠
一
貫
の
み
」と

い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、「
至
誠
努
力
」に
つ

い
て
繰
り
返
し
説
い
て
い
た
。ま
た
各
地

の
事
業
所
を
視
察
で
訪
れ
た
際「
至
誠

努
力
」の
書
を
残
し
て
お
り
、今
日
で
も

額
に
入
れ
掲
げ
て
い
る
事
業
所
も
あ
る
。

　

信
用
調
査
に
お
い
て
、嘘
・
偽
り
が
許

さ
れ
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

現
在
も
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
企
業
理

念
と
さ
れ
、ま
た
調
査
員
の
心
の
根
底

に
あ
っ
て
揺
る
が
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

『
脱
俗
』１
９
９
号
、帝
国
興
信
所（
１
９
２
９
年
３
月
２５
日
）

　

鎌
倉・鶴
岡
八
幡
宮
社
殿
の
前
で
カ
メ
ラ
に
収

ま
っ
て
い
る
の
は
、帝
国
興
信
所
東
京
本
社
の
社

員
と
家
族
お
よ
そ
２
０
０
人
余
り
。

　

１
９
１
９（
大
正
８
）年
４
月
６
日
に
行
わ
れ

た
観
桜
会
で
の
記
念
写
真
で
あ
る
。２
０
１
０
年

に
強
風
で
倒
れ
た
大
銀
杏
が
後
方
に
そ
び
え
る
。

　

１
９
１
0
年
代
頃
か
ら
帝
国
興
信
所
で
は
、

社
員
や
家
族
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
た
社

内
旅
行「
清
遊
会
」を
全
国
で
開
催
し
て
い
た
。

こ
の
年
、東
京
本
社
の
清
遊
会
は
湘
南
へ
の
日
帰

り
旅
行
で
あ
っ
た
。

　

社
内
報『
脱
俗
』第
80
号（
19
年
４
月
25
日
）

に
は
参
加
し
た
社
員
の
手
記
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、当
日
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。「
花
に
あ
け
た

４
月
６
日
の
日
曜
日
、私
は
洋
傘
片
手
に
日
和
下

駄
、小
倉
袴
の
裾
蹴
っ
て
、雨
が
降
っ
て
も
か
ま
く

ら
よ
と
東
京
駅
に
か
け
つ
け
た
。停
車
場
を
出
る

と
、そ
こ
に
は
艶
麗
な
装
い
を
こ
ら
し
た
桜
樹
が

私
共
を
待
っ
て
い
た
。長
い
花
の
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け

て
、鶴
岡
八
幡
宮
の
境
内
に
出
、思
い
思
い
に
八
幡

宮
に
敬
虔
の
念
を
捧
げ
た
」（
一
部
抜
粋
）。

　

そ
の
後
一
行
は
江
ノ
島
へ
向
か
い
、湘
南
の
情

緒
を
楽
し
ん
で
帰
っ
て
く
る
。

　

写
真
に
は
洋
装
の
男
性
に
混
じ
っ
て
和
服
姿
の

女
性
や
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
る
。武
夫
は

「
鎌
倉
觀
櫻
淸
遊
會
は
大
體
に
於
て
成
功
で
あ

り
ま
し
た
、脱
線
や
沈
沒
の
厄
災
な
く
て
結
構
で

あ
り
ま
し
た
」と
同
月
行
わ
れ
た
訓
示
で
述
べ
て

い
る
。武
夫
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り
企
業
理
念
の
一つ

で
も
あ
る「
大
家
族
主
義
」を
実
践
し
た
証
で
あ
る
。

│
東
京
本
社
の
社
員
旅
行
│

帝国データバンクの創業者、
後藤武夫が残した魂をこめた言葉の数々。

そこには信用調査業という事業への  
挑戦と苦労の様子が垣間見える。

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
尊
い
生
命
を
失
わ
れ
た

方
々
に
対
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、甚
大
な
被
害
を
被
ら
れ
た
多
く
の
方
々

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
館
は
展
示
物
や
施
設
に
被
害
は
な
く
、

ま
た
来
館
者
や
ス
タ
ッ
フ
に
も
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、政
府
か
ら
の
節

電
の
呼
び
か
け
も
あ
り
、3
月
28
日
ま
で
は

休
館
の
措
置
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。3
月
29
日
よ
り
通
常
通
り
開
館
し
て
い

ま
す
が
、節
電
の
た
め
展
示
室
の
照
明
を
一

部
消
灯
す
る
と
と
も
に
、ご
覧
い
た
だ
け
な

い
機
器
も
一
部
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
史
料
館
分
館
で
の
経
営
史
料

の
一
般
公
開
は
当
面
休
止
い
た
し
ま
す
。し

ば
ら
く
の
間
は
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
計
画
停
電
等
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

臨
時
休
館
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

こ
う
も
り

一話
入魂
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